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協
力
工
業
主
そ
の
問
題
の
展
開

田

杉

競

戦
時
経
済
に
は
兵
器
生
産
に
縛
抽
出
す
る
と
同
時
に
生
産
力
損
充
の
基
礎
的
部
門
を
た
ず
機
械
工
業
に
於
て
は
、
犬
工
揚
と
協
力
し

て
兵
器
並
び
に
機
械
生
産
に
参
加
せ
る
下
請
制
エ
業
が
あ
る
己
と
、
す
で
に
周
知
の
如
く
で
あ
る
が
、
モ
白
張
展
は
早
〈
支
那
事
費

勃
費
以
前
に
湖
る
己
と
が
出
来
る
。
従
っ
て
事
費
の
進
展
、
ひ
い
て
i

ほ
経
椅
統
制
一
の
強
化
に
伴
ひ
、
昭
和
十
六
年
末
白
大
東
亜
戦
争

勃
獲
に
至
る
ま
で
、
拙
問
度
か
の
礎
化
を
儀
儀
た
〈
さ
れ
た
D
は
営
然
と
い
は
ね
ば
左
ら
む
。
最
も
新
し
く
は
十
五
年
米
裂
4

寓
さ
れ
た

機
械
銭
鋼
製
品
工
業
整
備
要
綱
に
基
き
漸
〈
整
備
が
進
行
し
、
舎
で
は
混
沌
の
中
に
あ
っ
た
下
請
制
工
業
も
沿
ほ
よ
そ
軌
道
に
の
る

こ
と
L
た
っ
た
白
で
あ
る
が
、
下
請
制
工
業
を
協
カ
て
業
と
師
惜
し
、
そ
の
統
制
す
る
協
力
ヱ
揚
指
定
制
度
を
十
七
年
一
月
よ
り
寛
施

す
る
運
び
と
友
っ
た
。

E
L
K
於
て
、
殆
E
白
内
の
中
に
議
生
し
た
頃
か
ら
、
保
護
助
長
と
或
る
程
度
の
統
制
む
中
に
稜
展
し
た
下

請
制
工
業
主
経
て
、
最
近
の
直
接
統
制
さ
れ
た
協
力
工
業
に
至
る
ま
で
、
い
づ
れ
一
闘
民
経
済
白
一
部
分
と
L
t
p
経
済
の
動
曹
と

戦
争
の
進
展
と
よ
り
影
響
を
う
品
川
た
E
と
は
勿
論
た
が
ら
、
そ
白
辿
り
来
っ
た
稜
還
り
あ
と
を
顧
み
、
そ
と
に
起
っ
た
幾
つ
か
の
間

題
を
捉
へ
る
己
と
も
無
意
義
で
は
な
い
で
あ
ら
う
。

E
の
聞
か
ら
下
詩
制
工
業
乃
至
協
力
工
業
白
本
質
た
ら
び
に
動
的
に
づ
い
て
多

少
白
示
唆
を
得
る
と
と
が
出
来
る
と
考
へ
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
協
力
工
揚
目
躍
近
φ
内
容
と
協
力
工
揚
指
定
制
度
に
つ
い
て
は
紙
幅

の
闘
係
一
上
別
の
機
舎
に
述
べ
る
と
と
L
す
る
。

協
力
工
業
之
そ
自
問
題
の
展
開

第
五
牛
四
巻

四
回

算
四
観

七
七



協
力
工
業
と
そ
D
問
題
白
展
開

第
五
十
四
巻

四
回
ニ

下
請
制
工
業
白
設
展
に
注
目
し
て
商
工
省
が
主
要
七
府
厩
に
つ
き
「
機
峨
器
具
工
業
外
註
般
況
乱
」
冷
」
賞
施
し
た
の
が
昭
和
十
年

第
四
貌

七

^ 

そ
の
調
査
針
象
は
昭
和
七
・
八
・
九
白
三
ヶ
年
で
あ
っ
て
、
己
L
に
い
ふ
外
註
と
我
々
の
い
ふ
下
請
と
白
聞
に
範
園
の
差
異
は
あ
る

に
せ
よ
、
昭
和
七
年
既
に
相
営
額
の
「
外
註
金
額
L

並
び
に
「
既
製
品
購
入
額
L

が
存
し
、
、
吾
れ
が
三
ヶ
年
聞
に
釜
々
増
加
せ
ゐ
こ

と
を
見
れ
ば
、
下
請
削
工
業
の
稜
展
も
凡
そ
己
白
時
期
比
始
ま
る
と
考
へ
て
訣
り
泣
い
や
う
で
あ
る
。
と
れ
よ
り
支
那
事
費
勃
護
D

直
後
ま
で
は
下
請
工
揚
の
量
的
増
大
と
自
由
競
争
の
時
期
と
い
ふ
己
と
が
出
来
る
。
然
る
に
支
那
事
援
が
長
期
化
し
て
機
械
工
業
に

も
各
種
の
統
制
が
加
は
り
、
園
民
経
憐
の
存
編
成
が
緊
遁
化
せ
る
頃
、
漸
く
多
少
の
秩
序
が
形
づ
く
ら
れ
、
下
請
制
工
業
も
之
を
利

用
し
て
軍
需
生
産
に
参
加
せ
し
め
ん
が
た
め
、
種
々
白
政
策
の
下
に
漸
次
整
備
に
向
ひ
っ
t
A

あ
っ
た
と
と
る
、
昭
和
十
四
年
秋
第
二

決
欧
洲
戦
乱
勃
殻
の
頃
よ
り
経
済
全
閣
に
重
結
主
義
が
強
行
さ
れ
る
に
及
ん
で
、

一
時
し
て
中
小
工
業
白
園
民
経
済
的
意
義
が
極
め

て
消
極
的
に
評
慣
さ
れ
る
に
至
り
、

一
面
下
請
制
工
業
の
も
つ
一
の
積
極
面
を
通
じ
て
、
狭
昔
領
域
に
於
て
乍
ち
強
力
た
整
備
を
う

け
る
己
と
L
た
っ
た
。
か
ミ
る
時
国
渥
は
い
ふ
ま
で
も
友
〈
、
作
戦
の
進
展
に
よ
る
軍
需
品
の
整
備
要
求
正
、
資
材
持
力
白
如
昔
生
産

財
の
伏
給
量
と
白
関
係
か
ら
来
た
も
り
に
外
注
ら
や
、
己
ia

に
諸
般
の
問
題
と
勤
策
が
生
じ
た
わ
げ
で
あ
り
、
我
々
ー
は
か
L
る
務
化

白
う
ち
に
下
請
制
工
設
が
を
の
祉
舎
的
分
業
な
る
本
質
を
漸
吠
明
ら
か
に
し
て
来
た
も
の
と
考
へ
る
の
で
あ
る
。

ー

一、

下
請
工
揚
の
稜
生
は
昭
和
七
・
八
年
以
前
に
も
朔
り
得
る
砂
れ
ど
も
、
枇
合
経
済
上
我
々
の
研
費
針
象
と
し
て
白
意
義
を
も
つ
に

至
っ
た
の
は
、
満
洲
事
鐙
及
び
金
輸
出
再
禁
止
以
後
四
己
と
に
属
す
る
。
昭
和
十
年
商
工
省
が
調
費
し
た
「
外
註
欣
慌
調
」
比
よ
れ

ば
昭
和
七
・
八
-
九
年
に
主
要
七
府
E
W
(
寛
京
、
神
奈
川
、
愛
知
、
大
医
、
兵
庫
、
廃
品
、
繭
岡
)
に
於
け
る
設
註
工
場
の
外
註
金
額
は
線
生

産
債
額
に
針
し
一
割
強
に
営
っ
て
ゐ
た
。
己
の
時
期
は
軍
事
費
の
増
加
が
現
は
れ
、
し
か
も
事
蟹
庫
理
品
川
ぴ
に
軍
備
充
賓
が
た
ほ
一

商工省、槽械器具工業外註扶担調、昭和H 年。
拙著、下請制工業論、 228頁参照。



時
的
臆
念
的
左
視
を
脱
し
泣
い
た
め
、
軍
需
珠
算
は
い
つ
削
減
さ
れ
る
や
も
知
れ
ぬ
と
い
ふ
危
倶
が
一
般
に
懐
か
れ
て
ゐ
た
。
需
要

リ

減
少
白
と
き
に
於
け
る
固
定
費
負
擦
の
増
大
聖
ゐ
そ
れ
で
犬
工
揚
が
自
己
の
擦
張
を
避
け
、
下
請
ヱ
揚
を
利
用
し
始
め
た
の
は
と
白

震
め
で
あ
る
。
然
る
に
他
方
金
輸
出
再
禁
止
以
来
、
居
胸
棒
低
落
に
上
っ
て
各
種
の
日
本
商
品
が
海
外
市
揚
を
滞
捻
せ
ん
と
す
る
勢
を

示
し
、

E
L
で
も
多
く
白
工
業
部
門
か
ら
機
械
註
文
が
構
図
せ
ら
れ
売
の
で
あ
Z
。
か
く
白
如
き
旺
盛
な
る
需
要
に
恵
ま
れ
て
大
機
械

工
揚
は
中
小
工
揚
を
求
め
て
之

E
T請
ヱ
揚
に
せ
ん
と
試
み
た
が
、
一
営
一
時
友
ほ
遁
蛍
た
る
中
小
主
揚
の
数
多
か
ら
や
、
か
つ
既
存
白

中
小
ヱ
揚
白
多
く
は
簡
単
在
る
金
属
製
品
又
は
器
具
の
如
曹
を
製
作
ず
る
程
島
で
、
技
術
程
度
が
低
か
っ
た
か
ら
、
大
工
揚
が
必
要

と
す
る
下
請
工
場
を
求
め
る
の
は
さ
し
て
容
易
で
た
か
っ
た
。
か
〈
て
下
請
刷
工
業
は
こ
の
時
期
に
は
友
托
生
産
組
織
と
し
て
整
は

た
か
っ
た
む
で
あ
る
。

本
来
中
小
工
揚
は
生
産
化
営
り
機
械
設
備
よ
り
屯
弊
働
に
依
存
す
る
と
と
多
〈
、
大
工
場
が
機
械
化
せ
る
工
程
を
も
弊
働
者
の
手

に
て
行
ふ
の
み
た
ら
子
、
低
廉
不
精
密
在
る
機
械
を
以
て
加
工
す
る
が
故
に
、
努
働
の
占
め
る
意
義
が
大
雪
い
。
而
し
て
と
白
事
は

機
織
工
業
に
於
て
も
同
様
で
あ
り
、
中
小
機
械
工
担
額
の
設
備
が
低
劣
で
あ
る
己
と
は
屡
々
明
ら
か
に
さ
れ
た
通
り
で
あ
who
従
っ
て

勢
銀
水
準
白
低
か
っ
た
営
時
、
下
請
工
場
は
か
左
り
儲
か
る
も
の
で
あ
っ
た
。
工
作
機
械
も
廉
く
、
現
在
の
二
分
む
一
以
下
白
債
格

で
購
入

L
筏
た
し
、
ま
た
彼
等
の
使
用
せ
る
、
持
働
者
も
不
熟
練
工
多
く
、
桜
め
て
低
廉
な
る
持
働
力
を
利
用
し
て
ゐ
た
の
で
る
る
。

一
方
、
需
要
は
錠
々
増
大
す
る
↓
方
で
あ
っ
て
、
下
請
車
債
の
如
昔
も
原
慎
計
算
に
よ
う
て
算
定
さ
れ
た
も
D
で
な
く
、
相
首
に
有

利
友
も
の
が
多
か
っ
た
。

相
曽
D
勤
続
年
数
を
経
て
貯
蓄
も
出
来
る
し
退
職
金
も
期
待
さ
れ
る
も
の

従
っ
て
犬
工
揚
の
職
工
中

は
、
数
豪
由
工
作
機
械
と
必
要
な
る
工
具
と
を
備
へ
る
と
と
が
容
易
で
あ
り
、
樹
立
し
て
下
請
工
揚
と
怠
る
も
の
が
績
出
じ
た
。
少

し
で
も
平
〈
開
業
し
た
も
り
は
益
々
利
潤
を
蓄
積
じ
、
分
工
揚
を
も
つ
に
至
っ
た
も
の
さ
へ
あ
る
。
我
々
の
調
査
せ
る
工
場
白
一
宇

協
力
工
業
と
そ
の
問
題
の
展
開

帯
五
十
四
巻

四
回
三

第
四
腕

七
九

園家消費白7k繍性に闘する車想が生産械Eを十分ならしめざることは、景親
政策として白組関統制由限界をなすも自であった (高田保持、第二艇済撃概
師、 406頁)。
拙著、下請制工業論、 '55頁。2) 



協
力
工
業
と
そ
自
問
璃
白
展
開

第
五
十
四
巻

同
四
回

第
回
抗

パ、
O 

は
殆
h
c
乙
の
頃
に
成
立
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

L
 

4

ん
も
己
の
聞
に
機
械
商
、
ブ
ロ
ー
カ
ー
。
如
昔
昔
、
白
が
介
在
し
、
少
か
ら
ぬ
搾
取
を
行
っ
て
ゐ
た
事
は
事
責
で
あ
り
、
中
間
で
「
普
醜

遁
五
割
頭
を
は
ね
る
」
と
か
、
「
十
八
園
の
草
債
で
契
約
し
た
も
の
を
八
闘
で
下
請
し
た
」
と
い
ふ
事
例
も
聞
い
も
け
れ
ど
も
寅
は
刊導

プ
ロ

1
カ
ー
が
多
く
の
揚
合
下
請
工
場
と
親
工
場
と
D
間
D
連
絡
を
つ
け
た
の
で
あ
り
、
ま
た
か
t
A

る
搾
取
が
行
は
れ
乍
ら
、
下
請
、
指

一。
E

エ
揚
の
増
加
が
行
は
れ
た
と
こ
る
に
、
中
小
工
揚
の
低
生
産
費
が
覗
は
れ
る
の
で
あ
る
。
か
く
て
己
の
時
期
は
ま
た
下
請
工
揚
が
多
直

敢
に
ま
た
最
も
自
由
に
殻
展
し
得
た
時
で
も
あ
呂
。

，
下
請
制
工
業
そ
の
も
の
は
大
工
揚
と
中
小
玉
揚
と
自
生
産
活
動
の
分
業
協
力
の
上
に
成
立
す
る
が
、
か
h
h

る
生
産
組
織
は
中
小
工

揚
の
側
か
ら
趨
ヨ
た
も
の
で
泣
い
。
一
般
に
中
小
工
揚
は
経
済
す
る
も
の
と
し
て
十
分
た
る
能
力
を
有
ぜ
示
、
新
し
き
替
利
の
可
能

性
を
見
出
し
て
之
を
開
拓
す
る
よ
り
も
、
従
来
か
ら
白
き
ま
り
切
っ
た
経
普
方
法
を
繍
け
る
の
が
常
で
あ
る
。
中
小
機
械
工
揚
の
生

ー
産
貨
は
低
廉
で

b
っ
た
が
、
彼
等
が
と
の
武
絡
を
以

τ増
大
す
る
軍
需
生
産
に
参
加
し
得
た
の
は
大
工
場
の
創
意
を
ま
た
ね
ほ
た
ら
九

た
か
っ
恥
恰
も
大
工
揚
は
自
己
の
資
本
同
逗
を
避
け
ん
が
た
め
に
中
小
工
揚
白
生
産
力
利
用
皇
官
し
、
己
よ
下
請
制
工
業
が
哨'

b
 

費
展
し
た
。
而
し
て
E
の
事
は
、
一
一
由
大
工
揚
と
の
分
業
関
係
を
意
味
す
る
け
れ

E
も
、
他
両
既
に
同
定
費
負
携
を
避
け
、
操
業
D

ば

産
費
を
利
用
す
る
ば
か
り
か
、
彼
等
を
互
ひ
に
競
争
せ
し
め
て
下
請
皐
便
宜
切
下
げ
、
自
ら
中
間
搾
取
に
も
似
た
下
請
利
用
を
行
っ

た
こ
と
が
少
く
た
い
。
己
白
事
は
再
下
請
に
沿
い
て
は
一
居
茜
し
か
っ
た
叫
下
請
註
文
が
多
く
片
々
た
る
作
業
で
あ
り
、
エ
揚
を
十

分
に
操
業
す
る
た
め
に
は
幾
つ
か
の
護
註
先
よ
り
受
註
す
る
必
要
が
あ
る
か
ら
、
こ
の
下
請
闘
係
が
組
績
的
定
常
的
と
な
ら
な
い

下
請
エ
揚
は
極
め
て
弱
い
立
揚
に
立
た
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
が
最
も
大
き
た
原
閃
で
あ
る
が
(
後
油
参
照
て

問

と
の
鮪
を
以
て

3) 
4) 
5) 



屡
々
下
請
制
工
業
は
大
工
場
の
商
業
費
本
的
支
配
の
形
態
と
い
は
恥
る
の
で
あ
っ
た
。
ブ
ロ
ー
カ
ー
の
品
川
聞
と
相
倹
っ
て
犬
工
場
白

多
く
は
積
出
す
る
中
小
エ
揚
の
低
生
産
費
を
利
朋
L
、
下
請
草
慣
の
引
下
げ
を
闘
っ
た
と
と
は
事
費
で
あ
る
。
け
れ

E
も
下
請
エ
揚

と
し
て
は
、
設
備
、
原
材
料
の
嵐
償
、
勢
銀
へ
白
一
時
嫁
在
ど
に
よ
っ
て
生
壁
費
を
切
下
げ
相
営
の
牝
盆
を
あ
げ
る
除
地
を
持
っ
て
ゐ

た
こ
と
も
ま
た
事
寅
で
あ
り
、
と
の
首
時
護
生
せ
る
中
小
工
揚
の
蓄
積
と
之
に
主
る
成
長
と
を
以
て
十
分
に
推
測
さ
れ
る
。

か
〈
の
如
き
状
態
で
支
那
事
穫
を
迎
へ
た
が
1

昭
和
十
四
年
頃
ま
で
は
、
或
る
意
味
で
そ
の
蓮
捜
で
あ
る
が
、
ま
た
新
し
き
要
素

が
加
は
っ
た
と
と
も
見
逃
し
得
た
い
。
事
鑓
勃
務
上
品
リ
-
ヶ
年
徐
り
の
閉
第
一
線
で
は
犬
規
模
辰
戦
開
行
潟
白
薄
暗
棋
で
あ
る
。
各
種

兵
器
。
増
産
を
必
要
と
す
る
の
み
左

J

ら
や
、
殊
に
弾
薬
の
補
給
に
急
主
要
廿
る
も
の
あ
り
、
己
作
ち
軍
需
品
句
註
文
の
激
増
し
た
た

め
、
下
請
工
揚
も
砲
弾
削
り
に
よ
っ
て
繁
忙
U
E
呈
す
る
し
、
大
工
場
は
往
々
下
請
ヱ
揚
を
そ
の
支
配
下
に
求
め
ん
と

L
だ
J

昭
和
十

三
年
に
あ
う
で
は
徴
鋼
配
給
統
制
、
銑
鱗
鋳
物
及
び
銅
製
品
目
製
造
制
限
注
E
に
よ
っ
て
、
民
需
を
抑
へ
る
と
と
も
に
、
民
間
工
場

に
封
ず
る
軍
需
註
文
は
激
増
し
、
後
者
は
恐
ら
〈
機
械
生
麿
額
中
の
六
、
，
七
割
を
市
め
る
己
と
a
A

在
っ
た
と
推
定
さ
れ
た
。
え
工
場

は
下
請
工
抽
習
を
求
め
る
亡
と
切
な
る
も
の
あ
り
、
同
町
需
品
生
産
よ
り
樽
換
す
る
主
揚
も
加
へ
て
下
請
工
揚
の
教
的
増
加
は
往
々
激
し

い
ヨ
勢
を
示
し
、
ま
た
己
の
矯
め
特
に
工
作
機
崎
工
業
O
如
き
は
未
骨
有
白
、
紳
惜
し
不
健
佳
左
る
滑
況
を
星
し
没
。

E
J
O
頃
に
は
商
業

者
よ
り
下
請
工
場
経
替
に
時
や
る
も
白
さ
ヘ
屡
々
見
受
け
る
有
様
で
あ
っ
た
。
抵
に
基
礎
を
か
た
め
え
工
場
と
緊
密
左
閥
聯
を
も
っ

下
請
工
場
は
愈
々
成
長
を
績
け
る
こ
と
が
向
来
た
。

然
し
乍
ら
事
建
勃
護
と
と
も
匹
、
戦
時
経
済
運
替
の
た
め
に
各
方
問
民
統
制
。
加
は
る
と
と
は
必
然
で
あ
り
、
十
三
年
後
半
に
人

る
や
、
戦
時
慢
制
。
整
備
し
か
ら
統
制
強
化
相
究
ぎ
、
A

配
給
資
材
は
減
少
す
る
し
、
愈
々
民
需
品
は
抑
制
苫
れ
る
。

四
四
五

一
方
軍
需
品
は
糟

協
力
工
業
主
そ
白
開
題
白
展
開

費耳
目町
都

解
五
十
四
巻

F、

〆

l
f
h
t

捌著、 285頁@
小宮山琢二、前掲書、 S6頁。
東岸経済新報、日本題擁年報、努14輯による。
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協
力
工
業
と
そ
の
問
題
白
展
開

J、

務
五
十
回
巻

岡
田
大

第
四
騨

度
高
〈
検
査
巌
重
た
る
た
め
、
中
小
ヱ
揚
?
っ
ち
陀
て
も
多
少
技
術
程
度
高
き
も
の
で
左
く
て
は
下
請
エ
揚
と
在
れ
や
、
更
に
努
銀

の
騰
貴
漸
く
著
し
き
に
も
拘
ら
や
、
車
慣
が
引
上
げ
ら
れ
な
い
た
め
、
下
請
工
揚
も
嘗
て
白
如
く
自
由
た
る
褒
展
一
を
望
み
難
〈
た
っ

て
来
た
。
と
の
時
期
に
創
業
し
た
下
請
工
場
が
今
日
さ
し
て
大
を
た
し
て
ゐ
泣
い
の
は
、
車
W
N

年
教
の
短
h

い
た
め
ば
か
り
で
註
〈
、

既
に
最
初
か
ら
利
潤
白
幅
を
狭
め
ら
れ
て
ゐ
た
か
ら
で
あ
ら
う
。
勿
論
、
既
に
下
請
一
工
場
と
し
て
親
工
揚
と
密
接
友
関
聯
を
も
つ
に

至
っ
た
も
の
に
封
し
で
は
大
量
。
註
文
が
興
へ
ら
れ
る
が
、
従
来
の
で
請
関
係
は
た
ほ
両
者
の
浮
動
的
偶
然
的
!
な
結
び
つ
き
が
漸
次

定
常
化
し
た
に
止
ま
旬
、
一
般
に
数
個
の
下
請
工
揚
を
組
織
的
に
利
用
す
る
に
は
至
う
で
ゐ
危
か
っ
た
什

た
にJ

Z
 

従
っ
て
下
請
工
揚
が
依
然
と
し
て
多
く
D
設
註
先
占
り
断
綾
的
た
註
支
を
受
け
る
限
り
7
相
互
の
競
争
に
よ
り
下
請
皐
債
を
切
下
到
叫

場

m
Bと

げ
る
ほ
か
左
く
、
大
工
場
も
童
た
己

ζ

白
低
慣
格
を
利
用
せ
ん
と
す
る
、
い
は
ゆ
る
商
業
資
本
的
充
用
ほ
績
〈
と
と
L
詮
る
。
例
へ
ぽ
-
咽
割
、

A

V

i

i

q

r

，内‘
J

一
大
工
場
で
二
百
以
上
の
下
伺
工
場
を
利
用
す
る
如
吉
揚
合
、
そ
の
多
〈
'
は
断
続
的
に
受
註
す
る
に
過
ぎ
歩
、
勢
ひ
数
個
の
稜
註
先
配
日

を
求
め
る
。
債
格
白
引
下
げ
は
い
ふ
ま
で
も
た
〈
作
業
を
粗
院
に
導
昔
、
本
来
の
低
技
術
は
向
主
す
る
ぎ
」
ろ
か
、
一
居
甚

L
〈
た
伊
恥

年
工

る
傾
向
が
あ
る
し
、
ま
た
下
請
単
債
?
よ
音
も
白
か
ら
先
に
佳
上
げ
、
然
ら
ざ
る
も
の
は
屡
々
納
期
に
聞
に
合
は
た
〈
た
右
。
空
間

和
下

昭
由
。

が
そ
る

所
は
ゐ

議
割
で

骨

3
ん

T
ー
~
結

商
2

正

屋
白
係

古
場
開

名
工
周

一
商

多
く
白
機
械
製
品
は
相
営
白
精
度
を
要
す
る
し
、
部
分
品
白
精
度
が
低
く
て
は
先
成
品
の
質
を
高
め
得
一
泣
い
。
し
か
も
戦
争
以
来
、

上
り
高
精
度
の
兵
器
部
分
品
又
は
機
械
に
謝
す
る
需
要
が
増
大
ず
る
と
た
れ
ば
、
下
請
工
揚
の
技
術
的
向
上
の
必
要
は
4
へ
と
た
る
。

E

h
民
下
需
闘
係
四
組
織
化
と
下
請
エ
揚
白
技
術
的
向
上
と
の
問
題
が
相
闘
聯
し
つ
t
A

浮
び
上
つ

J

て
来
た
の
予
ぷ
る
。

E

D
二
つ
の
問
題
は
或
る
賄
で
聯
絡
が
あ
る
。
部
ち
無
組
織
田
主
誌
で
は
債
格
切
ド
げ
白
競
争
か
ら
技
術
的
向
k
に
努
力

L
友
い

に
反
し
、
犬
工
場
占
下
請
ヱ
揚
と
の
聞
を
織
織
的
定
常
的
に
す
る
と
と
に
工
り
前
者
が
後
者
の
技
術
的
指
導
に
乗
り
出
す
と
と
も
相

来
る
し
、
又
た
る
べ
〈
同
種
作
業
を
繕
績
的
に
議
註
す
る
こ
と
に
よ
り
専
門
化
に
よ
る
向
上
も
望
み
得
る
。
鍋
績
的
稜
註
及
び
専
属

一丸/〆ノ

hザ

2) 



エ
揚
化
が
軍
需
品
、
工
作
機
桃
の
如
昔
高
精
度
を
要
す
る
部
門
に
多
い
の
は
乙
凸
閥
聯
を
物
語
る
も
白
に
外
怒
ら
ぬ
叫
政
府
の
技
術

的
向
上
に
封
ず
る
政
策
は
漸
く
工
業
指
導
所
、
工
廠
、
地
方
臨
胴
上
り
由
技
術
者
減
遺
等
に
現
は
れ

τ来
た
白
で
あ
る
。

技
術
指
導
白
問
題
が
表
両
化
心
た
の
は
他
の
事
情
広
も
因
る
b

昭
和
十
三
年
半
ば
よ
り
徴
鋼
そ
の
他
の
原
材
料
に
配
給
統
制
が
行

は
科
、
民
需
向
配
給
は
激
し
〈
削
減
さ
れ
る
ば
か
り
か
、
数
種
の
鍛
鋼
製
品
は
製
遁
禁
止
と
な
り
、
又
繊
維
工
業
そ
の
他
の
平
和
産

業
に
も
強
力
な
統
制
誌
へ
ら
れ
る
に
至
っ
て
戸
長
官
時
失
業
問
題
が
動
生
し
た
。
そ
己
九
喝
民
需
品
主
治
し
て
ゐ
た
中
小

工
揚
を
軍
需
品
工
業
、
轍
出
品
工
業
又
は
代
用
品
工
業
に
時
換
せ
し
む
る
方
針
主
樹
て
た
が
、
事
賃
上
は
軍
需
品
工
業
札
の
持
換
が

最
も
多
く
、
と
れ
ら
工
揚
の
時
換
に
営
つ
て
は
エ
業
組
合
を
単
位
と
す
る
集
圏
樽
業
主
行
は
し
め
、
之
に
針
し
て
補
助
金
を
輿
へ
共

同
作
業
揚
を
設
置
せ
し
め
る
己
と
t
A

し
た
。
と
L

で
も
大
な
る
問
題
は
軍
需
品
精
度
か
ら
要
求
さ
れ
る
技
術
的
向
上
で
あ
り
、
己
の

た
め
に
上
記
の
共
同
作
業
揚
、
或
ひ
は
工
業
指
導
所
た
ど
白
施
設
が
行
は
れ
た
白
一
で
あ
っ
た
。

然

ι乍
ら
己
h

で
注
意
す
べ
き
は
技
術
指
導
や
時
業
封
策
が
行
は
れ
、
軍
需
下
請
が
奨
励
さ
れ
た
け
れ
ど
も
、
軍
の
指
導
下
に
あ

る
地
方
統
制
工
業
を
除
け
ば
、
下
請
制
工
業
そ
の
も
の
が
直
接
続
制
白
封
象
と
た
っ
た
も
り
と
見
難
〈
、
下
請
闘
係
の
組
織
化
の
如

き
問
題
は
自
由
の
宮
、
に
放
任
さ
れ
た
己
主
で
あ
る
a

昭
和
十
三
年
七
月
一
日
よ
り
費
施
さ
れ
た
畿
鋼
配
給
統
制
は
機
械
工
業
の
全
檀
、
殊
に
中
小
-
ム
業
に
も
大
た

ι影
響
を
血
(
へ
た
。

鍛
鋼
を
割
営
説
明
書
、
印
ち
切
符
に
上
り
配
給
す
る
た
め
に
は

L
業
者
主
組
織
化
じ
臨
給
経
路
主
と
L

O
へ
る
己
と
が
必
要
で
あ
っ

た
。
ま
づ
犬
工
業
者
左
中
小
工
業
者
と
の
二
系
統
に
分
ち
、
犬
、
工
業
者
に
謝
し
て
は
餓
工
聯
(
日
本
製
鋼
製
品
工
業
組
骨
聯
合
曾
)
上
り
彼

等
白
聞
鱒
た
る
腕
峨
工
聯
(
日
本
構
械
製
趨
工
業
組
合
職
合
倉
)
を
経
由
し
て
割
営
て
、
中
小
工
業
者
に
封
じ
で
は
道
府
牒
工
聯
(
遺
府
廓
銭

銅
懇
刷
工
業
組
合
聯
合
曾
)
を
経
由
し
て
劉
首
て
る
己
と
a
h

し
、
た
ピ
己
の
中
間
的
危
存
在
に
つ
い
て
は
品
種
別
工
業
組
合
又
は
工
業
組

協

拘

工

業

是

々

の

開

簡

の

展

開

第

四

齢

.‘
 • 

hι) 

lLvι
れ
仁
凡
ヘ
〆
ド

都
五
十
四
巻

h 

回
四
台

F丸
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俸
高
十
四
巻

四
回
F、

F、
回

協
力
足
識
と
そ
白
問
題
白
民
闘

タ
合
聯
合
舎
を
組
織
せ

L
め
た
。
と
の
際
割
営
は
原
則
と
し
て
設
備
た
ら
び
に
過
去
白
寅
績
を
基
準
と
し
て
行
は
れ
た
砂
れ
E
も
、
恐

ら
く
重
要
機
械
D
生
産
者
た
る
犬
工
業
4
4
に
封
ず
る
割
営
が
多
か
っ
た
己
と
は
想
像
に
難
く
た
い
a

ま
た
製
品
種
類
に
よ
っ
て
も
差

別
主
附
し
、
軍
需
品
、
生
産
ガ
機
充
周
及
び
轍
臥
同
刷
機
械
持
具
を
第
一
順
位
と
し
、
そ
れ
よ
り
緊
急
性
少
昔
も
の
を
第
二
順
位
以
下

に
列
卑
し
、
第
一
順
位
の
も
白
に
は
請
求
数
量
に
封

L
金
額
そ
割
営
て
る
が
、

J

第
二
順
位
以
下
の
も
の
に
は
幾
割
か
削
減
し
、
法
令

に
よ
り
製
遣
を
禁
止
制
限
さ
れ
て
ゐ
る
第
五
順
位
の
も
白
に
は
全
然
割
蛍
て
友
い
己
と
‘
為
し
た
。
然
し
乍
ら
た
ほ
依
然
と
し
て
設
備

並
び
に
賞
績
が
基
地
時
と
さ
れ
た
限
。
、
現
在
に
比
較
す
れ
ば
豊
富
在
る
原
材
料
白
配
給
を
う
廿
得
た
の
で
あ
り
、
従
ゆ
て
中
小
ヱ
揚

に
は
そ
白
技
術
低
〈
製
品
目
式
要
性
小
た
る
が
故
に
配
給
を
減
少
す
る
と
い
ム
夏
賦
王
義
は
強
化
さ
れ
て
ゐ
た
か
っ
た
乙
と
ほ
注
意

婦
囲
規

さ
れ
ね
ば
左
ら
由
。

J

か
t
A

る
配
給
に
告
い
て
下
請
工
揚
に
封
す
る
も
白
除
、
或
は
直
接
配
給
さ
れ
、
或
は
務
註
工
場
を
経
由
す
る
と

と
L
苫
れ
、
一
幾
度
か
制
度
白
務
九
聖
堂
胞
で
ゐ
る
が
、
最
初
の
う
ち
は
直
接
干
請
工
揚
に
興
へ
ら
れ
た
と
己
ろ
、
上
遁
の
如
昔
下
請

の
ち
護
註
工
場
を
粧
由
一
し
、
或
は
更
に
直
一
捷
配
給
を
さ
れ
て

関
係
の
無
組
織
注
る
た
め
種
々
白
問
題
を
惹
超
し
た
の
で
あ
っ
た
。

も
、
そ
れ
は
た
ピ
配
給
。
便
宜
と
規
正
の
問
題
に
過
ぎ
た
か
っ
た
ゃ
う
で
あ
る
。

か
く
し
て
支
那
事
盤
以
前
に
告
け
る
下
請
工
場
自
由
自
在
殻
展
白
時
期
に
あ
っ
て
は
、
下
請
工
場
は
著
し
曹
数
的
増
加
を
示
し
、

下
請
閥
係
は
無
秩
序
D
ま
L
放
位
さ
れ
た
匂
で
あ
っ
た
。
然
し
事
療
愛
生
め
後
、
、
各
方
面
に
統
制
が
加
べ
ら
れ
る
に
及
ん
で
も
下
請

制
工
業
そ
白
も
D

L
展
開
は
左
ほ
直
接
に
政
策
の
勤
象
と
な
る
己
と
た
Y

〈
、
ま
た
機
械
需
要
白
膨
脹
、
資
材
。
比
較
的
潤
揮
の
故

に
、
下
請
工
揚
り
量
r

的
増
加
が
な
ほ
進
存
す
る
と
昔
、
下
請
関
係
の
組
織
化
。
問
題
も
た

r
之
を
利
用
す
る
個
々
の
犬
工
場
D
意
思

に
よ
っ
て
進
め
ら
れ
る
に
止
ま
ヨ
た
一
。
こ
白
揚
合
大
工
揚
よ
り
の
繕
績
的
在
費
註
闘
孫
が
最
も
普
通
の
方
法
で
あ
っ
た
。
特
業
問
題
、

及
び
餓
鋼
配
給
は
直
接
托
下
請
制
工
業
の
統
制
と
見
屯
ベ
昔
で
在
〈
、
た
ど
下
請
工
岨
明
白
技
術
的
指
導
が
重
要
た
一
問
題
と
さ
れ

橋井良、欄械白需給続制、叫0貰以下。4) 
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義
に
従
つ
で
強
化
さ
れ
る
o
F
需
制
工
業
白
書
重
品
昭
和
十
四
年
前
半
期
を
以

τ署
員

長

支

な

い

で

あ

ら

う

。

十

四

年

鵬

後
半
期
、
或
は
十
五
年
初
め
以
降
、
最
近
ま
で
は
霊
主
義
の
強
化

'pb中
小
工
揚
、
仏
い
て
下
請
工
揚
O
不
振
を
招
〈
に
宝
り
、
吋
一

己
主
に
下
請
制
工
事
古
事
態
は
一
縛
し
た
も

o
t言
ば
ね
ば
た
ら
ね
。
第
一
に
下
請
エ
揚
と
し
て
最
も
直
接
影
響
を
う
け
る
白
は
親
伊
‘

工
揚
向
身
白
損
張
完
成
か
ら
で
あ
る
o

軍
需
品
或
ひ
は
生
産
力
摘
充
用
機
椛
を
生
麗
し
、
鱗
鋼
不
足
の
際
に
も
霊
法
制
が
殆
ど
減
ビ
弘
醐

制
書

左
い
冒
ど
と
る
に
あ
っ
て
は
親
工
場
の
操
業
短
縮
に
よ
る
下
請
ヱ
揚
O
不
振
は
た
い
が
、
軍
部
共
の
他
。
直
接
的
勧
奨
に
奉
仕
い
て
親
工
寄
掲

認
前

揚
の
積
一
提
示
由
民
現
ず
れ
ば
、
之
を
操
業
さ
せ
る
た
め
に
従
来
下
請
さ
せ

τゐ
た
部
分
品
の
一
部
は
自
ら
製
作
す
包
こ
と
よ

2
。

生

計

産
力
損
充
部
門
忙
属
し
怪
い
機
械
を
生
産
し
て
ゐ
た
親
工
揚
並
び
に
モ
の
下
請
エ
一
揚
D
打
撃
は
更
に
蓋
し
か
っ
た
。
ま
た
機
械
設
備
費
井

の
損
張
と
餓
鋼
配
給
が
制
限
さ
れ
た
己
ど
か
ら
打
撃
を
う
け
た
。
即
ち
第
二
に
昭
和
十
四
年
九
丹
機
械
設
備
制
限
規
則
に
よ
り
凡
で

5

?を
大
工
担
額
が
自
己
の
資
本
岡
定
を
避
け
、
ま
た
中
小
工
揚
白
低
生
産
費
を
利
用
し
て
行
ム
下
請
工
揚
判
刷
用
は
、
ゆ
〈
の
揚
合
い
は
ゆ

る
商
業
資
本
的
支
配
白
形
を
と
っ
た
が
、
し
か
も
た
ほ
下
請
需
要
が
十
分
に
犬
で
あ
り
一
、
従
っ
て

τ尊
慣
が
漸
攻
切
り
下
げ
九
れ
て

一
方
弊
銀
モ
白
他
生
産
費
四
昂
騰
に
よ
る
苦
痛
が
甚
し
く
な
る
ま
で
白
間
は
、
さ
し
た
る
問
題
に
友
ち
在
か
っ
た
。
ま
も
江
中
小

工
業
に
舟
へ
ら
れ
た
る
鍛
鋼
配
給
統
制
友
ら
び
に
生
産
統
制
蜘
別
強
化
さ
れ
る
ま
だ
は
、
下
請
制
エ
業
の
存
立
を
脅
か
す
ゃ
う
左
事
態

もは
な
ほ
護
生
し
た
か
っ
た
。
け
れ
ど
も
下
請
工
揚
の
生
産
活
動
は
、
大
工
揚
の
そ
れ
に
少
か
ら
4
7
参
興
し
て
ゐ
る
と
は
い
へ
、
組
織

化
の
快
如
か
ら
来
る
困
難
が
既
民
感
ぜ
ら
れ
て
ゐ
た
と
と
は
見
逃
す
べ
〈
も
左
い
。

四

事
費
の
永
績
ず
る
に
従
ひ
物
資
の
消
耗
甚
し
〈
、
ズ
ト
ゲ
タ
さ
れ
た
資
材
、
も
配
給
資
材
も
減
少
す
る
し
、
各
種
の
統
制
は
重
期
主

協
力
工
業
と
そ
自
問
題
由
民
開

第
五
十
回
巻

四
回
九

第
四
瞳

^ 豆王

、
i

Jl
 



協
力
工
業
と
た
白
問
題
白
展
開

J

備
五
十
四
巻

四
五

O

第
四
親

A-
六

。
機
械
工
場
が
そ
D
設
備
を
増
新
設
す
る
に
は
詐
可
を
必
要
と
す
る
と
と
ミ
た
っ
た
が
、
己
目
事
は
工
作
機
械
の
需
要
激
増
か
ら
氾

'
寸

獄
し
つ
L
あ
っ
た
劣
悪
工
作
機
械
の
販
路
を
閉
塞
す
る
と
と
に
よ
り
、
直
接
己
れ
ら
中
小
工
作
機
械
メ
ー
カ
ー
に
打
撃
を
興
〆
へ
る
と

共
に
、
間
接
に
中
ボ
工
場
の
新
設
、
繍
張
を
抑
止
す
る
ζ
九
」
主
な
っ
た
。
尤
も
中
小
ぶ
揚
の
う
ち
、
生
産
損
芳
或
は
軍
需
品
生
産
に

闘
係
あ
る
下
請
で
一
揚
白
如
き
は
暫
ら
く
そ
白
披
張
も
全
く
禁
止
さ
れ
た
わ
け
で
は
友
か
っ
た
。
高
苦
ド
諸
問
単
債
は
漸
次
検
討
さ
れ
て

引
下
げ
ら
れ
、
他
方
主
党
生
産
費
の
騰
貴
も
著
し
い
か
ら
、
漸
く
資
金
の
蓄
積
も
嘗
て
の
如
く
で
危
ぐ
、
事
寅
中
小
工
場
の
擦
医
さ

れ
ま
た
更
新
さ
れ
た
機
械
は
犬
樫
E

D
頃
七
で
に
購
入
さ
れ
た
も
の
が
多
町
。

• 
第
三
に
、
軍
需
資
材
た
り
ま
た
機
検
工
業
の
軍
要
原
料
た
る
織
鋼
も
生
産
力
横
充
容
易
民
進
ま
+
~
し
か
ふ
鶏
要
は
益

L

R

U

犬
た
る

が
た
め
、

E
れ
が
配
給
は
重
鮪
主
義
に
従
ふ
と
と
与
な
り
、
配
給
系
統
に
竣
夏
が
加
へ
ら
れ
た
。
己
白
改
正
は
配
給
貸
施
営
初
に
比

ー
し
て
緊
迫
せ
る
需
給
朕
態
に
封
癒
す
る
た
め
、
寅
頼
主
義
よ
り
軍
拡
主
義
へ
の
樽
同
を
示
す
も
の
町
外
た
ら
や
、
軍
需
並
び
に
生
産

力
繍
充
用
配
給
、
帥
ち
主
と
し
て
犬
工
場
系
統
を
重
く
し
、
中
小
工
揚
系
統
は
極
度
に
切
り
つ
め
ら
れ
る
己
と
ミ
た
っ
た
。
同
時
に

中
小
工
場
D
成
長
に
件
ひ
、
従
来
道
府
廠
工
鞠
に
属
し
て
ゐ
た
工
業
者
中
、
生
産
額
、
設
備
、
技
術
佐
ど
よ
り
見
て
一
定
水
準
以
上

の
業
者
を
選
び
出
し
、
之
を
以
て
所
謂
新
魚
種
別
主
業
組
合
並
び
に
同
融
制
合
舎
を
組
織
せ
し
め
、
之
を
機
械
工
聯
に
次
い
で
璽
要
機

徴
。
生
産
忙
参
加
せ

L
め
て
迄
に
も
相
営
白
山
間
鋼
配
給
を
興
へ
た
。
之
と
併
行
し
て
議
註
承
却
世
話
回
制
度
の
如
昔
強
力
た
生
産
統
制
が

行
は
れ
た
。
己
主
で
必
然
的
恨
道
府
牒
ヱ
聯
に
取
残
さ
れ
た
弱
小
一
工
業
者
白
困
窮
が
起
る
。
例
引
ぽ
第
二
工
作
機
械
主
業
組
合
員
四

如
き
は
昭
和
十
五
年
白
一
ヶ
年
聞
に
殆

E
俄
鋼
配
給
を
う
け
な
い
欣
態
で
あ
り
、
一
度
柑
開
業
助
成
施
設
と
し
て
設
慢
さ
れ
た
弗
同
作

業
揚
の
如
昔
も
屡
々
休
止
に
近
い
も
の
が
現
は
れ
、
己
6
h

に
軍
時
相
巴
主
義
の
強
度
の
現
怯
れ
が
出
て
来
た
の
で
あ
る
。

、

、

ま
た
己
白
ほ
か
、
持
務
統
制
白
強
化
が
中
小
工
揚
自
存
立
並
び
に
成
長
を
困
難
に
し
た
己
と
も
見
逃
し
得
た
い
し
)
昭
和
十
三
年

， 

"' 

大匝附涯に和ける費地調査による。



度
、
更
に
士
四
年
度
か
ら
は
一
居
租
税
負
婚
が
急
増
し
た
己
と
も
中
小
工
場
に
相
営
の
苦
痛
で
あ
っ
た
。

、
以
上
が
量
購
主
義
統
制
以
来
、
申
小
工
揚
に
不
利
に
作
用
し
た
諸
現
象
で
あ
る
。
然
し
E
れ
ら
は
資
材
の
不
足
K
封
彪
し
乍
ら
重

要
生
産
部
門
の
重
結
的
損
売
と
い
ふ
課
題
を
解
決
せ
ん
と
す
る
根
本
的
政
策
の
結
果
に
外
た
ら
宇
、
中
小
工
場
に
従
来
配
給
さ
れ
て

ゐ
た
原
材
料
の
み
な
ら
歩
、
持
働
者
を
も
生
産
力
讃
充
部
門
へ
振
向
け
ん
と
す
る
の
で
あ
り
、

E
D
事
ほ
ム
十
五
年
以
来
企
業
の
整
備

統
合
が
促
進
せ
ら
れ
る
一
に
至
っ
て
一
居
明
時
間
と
な
っ
た
。
己
の
場
合
企
業
の
合
同
に
よ
る
中
小
工
-
揚
の
生
産
力
向
上
も
一
目
的
で
は

あ
る
が
、
貸
は
寧
ろ
整
理
に
主
り
て
過
剰
と
註
る
原
材
料
、
持
働
力
を
他
に
意
賄
的
に
移
柿
押
せ
ん
と
し
、
殊
に
勢
務
再
編
成
の
見
地

が
重
要
腕
さ
れ
亡
ゐ
る
。
か
〈
て
下
請
工
場
に
と
っ
て
は
、
調
立
受
註
に
上
る
存
立
絵
地
は
極
度
に
狭
め
ら
れ
、
査
〈
下
請
の
み
、

し
か
も
生
崖
力
償
支
部
門
に
扇
ず
る
大
工
場
よ
り
の
下
請
の
み
に
依
存
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
。
今
や
重
賦
主
義
下
に
治
け
る
中

小
工
揚
の
窮
乏
と
整
理
と
い
ふ
問
題
が
最
も
車
犬
化
し
、
下
請
閥
係
の
強
構
的
整
備
の
方
針
が
と
包
れ
る
に
至
る
。
協
力
工
場
指
定

制
度
が
己
れ
で
あ
る
。

五

時
四
鍋
の
配
給
統
制
と
機
械
の
生
産
統
制
の
強
化
か
ら
中
小
工
場
が
金
〈
下
請
工
場
化
す
る
ほ
か
法
曹
と
き
、
相
到
的
過
剰
と
な
ロ

た
彼
等
mwrノ
ち
か
ら
親
工
場
は
自
由
に
下
請
エ
揚
を
濯
揮
し
、
比
較
的
優
秀
左
る
も
の
を
織
鰻
的
民
利
用
寸
る
か
J

更
に
進
ん
で
専

属
的
に
利
用
す
る
傾
向
が
強
く
た
っ
て
来
た
。
帥
も
技
術
的
向
上
白
可
能
性
大
き
く
、
経
叫
営
上
も
屡
々
相
豆
に
利
益
な
る
、

-mL
る

下
請
関
係
の
樹
立
は
、
進
歩
的
・
な
る
犬
ヱ
揚
よ
り
漸
突
一
般
忙
普
及
し
、
そ
由
一
民
面
下
請
工
場
の
あ
る
も
の
は
淘
汰
さ
れ
ざ
る
を
得

な
か
っ
ル
た
。
逆
に
浮
動
的
下
請
利
用
に
見
ら
れ
る
商
業
資
本
的
搾
取
白
紙
端
た
る
場
合
は
減
宇
し
て
ゆ
き
つ
h

あ
り
、

F
請
制
工
業

が
枇
曾
的
分
業
の
本
質
を
も
う
己
と
が
袋
々
明
白
正
怒
る
や
う
に
思
は
れ
る
。

も

4岳

第
五
十
四
巻

四
五

岨
静
岡
観

凡
七

協
力
工
業
主
そ
冶
問
題
白
展
開

J 



協
力
工
業
と
そ
白
岡
田
咽
由
民
同

第
五
十
四
巻

四
五

第
四
銃

i' 
il. 

専
品
的
下
請
は
そ
れ
以
前
に
も
見
ら
れ
る
が
、
と
ミ
二
三
年
来
益
々
普
及
し
つ

L
あ
る
も
の
L
知
く
、
最
も
伯
噴
き
。
場
合
は
凡
た

ヲ

τ
一
定
額
主
た
同
種
類
の
註
丈
を
網
綾
的

ι溌
し
て
操
業
の
安
定
と
専
門
化
の
利
盆
を
興
へ
、
か
っ
受
賞
た
る
債
格
を
指
定
す
る
程
曹

皮
に
止
ま
り
、
工
揚
窪
田
白
骨
町
備
白
如
雪
下
請
し
拐
の
臭
目
的
意
思
に
委
ね
る
。
必
-
干
し
も
専
属
的
取
引
の
保
設
を
輿
へ
義
務
を
課
肝

す
る
わ
け
で
註
い
。
然
し
筏
倒
的
左
援
助
干
渉
主
興
へ
ぷ
例
と
し
で
は
有
名
写
実
限
時
間
工
所
(
名
古
屋
市
所
在
、
王
作
機
械
製
誼
)
が
あ
明

る
o

同
所
村
阿
美
氏
の
説
明
忙
上
位
、
問
下
請
工
場
設
備
の
整
備
に
指
導
干
渉
し
、
機
械
の
室
、
議
員
空
皇
室
時

貸
奥
し
、
月
賦
に
よ
り
毎
月
の
下
請
工
賃
よ
り
若
者
解
消
さ
ま
、
何
刷
材
料
、
工
具
、

F
1
ジ
類
を
支
給
詰
責
す
る
、
問
下
糊

詩
皐
債
は
親
工
揚
よ
り
指
定
ず
る
、
同
技
術
指
導
に
は
大
隈
機
械
工
養
成
所
に
て
養
成

L
、
又
は
親
工
揚
に
て
指
導
心
て
努
力
す
航

る
、
問
下
請
作
業
の
種
類
と

L
て
は
漸
次
高
級
白
も
り
ま
で
護
詰
し
、
技
術
並
び
に
設
備
の
優
秀
た
る
工
揚
ピ
は
部
分
組
立
よ
り
筒
帥

平
た
る
機
械
の
完
成
ま
で
行
は
せ
る
川
左
い
ふ
如
き
同
底
せ
る
援
助
と
干
渉
と
を
加
(
て
ゐ
る
。
か

f
の
如
苦
干
渉
を
加
へ

i
限

時

り
、
相
官
量
の
下
請
議
註
を
継
続
し
て
ゐ
る
己
と
は
冨
ム
迄
も
あ
る
ま
い
。

E
L
で
工
揚
設
備
に
干
渉
L
資
金
貸
輿
ま
で
進
む
程
度
佃

は
注
目
さ
る
べ
く
い
か
L

る
揚
合
に
は
親
エ
揚
は
下
請
工
揚
を
い
は
官
分
工
場
に
準
十
る
も
の
と

L
て
取
扱
へ
る
わ
け
で
あ
り
、
し
隅
h

事
よ

か
も
技
術
並
び
に
設
備
優
秀
た
る
工
揚
に
は
部
分
組
立
文
は
一
定
品
種
の
機
械
の
完
成
ま
で
行
は
せ
る
方
針
と
と
も
に
、
親
工
揚
と

緊
密
一
足
る
分
業
関
係
に
立
っ
て
ゐ
る
と
と
を
明
白
に
一
不
す
。
商
業
資
本
的
充
用
の
色
彩
は
そ
れ
だ
け
稼
薄
で
あ
る
と
い
は
ね
ぽ
左
ら

¥ 

ね。
ま
た
他
白
一
例
と

L
て
筆
者
D
最
近
調
査
せ
る
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
住
友
金
属
エ
業
株
式
曾
祉
の
専
属
工
場
利
用
方
法
は
、
優
秀

友
石
設
備
と
技
術
と
を
有
す
る
下
請
工
相
督
。
捺
充
に
資
金
的
援
助
と
資
本
参
加
を
行
ム
黙
に
特
色
が
あ
る
。

)
 

4
i
 

(
 
前
渡
金

軍
需
註
文
に
措
い
て
は
一
波
註
と
同
時
比
原
則
と
し
て
註
文
金
額
の
三
分
の
一
程
度
、
時
と
し
て
は
そ
れ
以
上
の
前

1) 



波
金
が
親
工
揚
に
奥
へ
ら
れ
る
り
で
、
下
請
に
際
し
て
も
原
則
と
し
て
三
分
の
一
以
内
の
前
渡
金
を
給
し
、
材
料
手
配
或
は
再
下
請

手
配
の
た
め
の
謹
抑
資
金
た
ら
し
め
る
。
勿
論
己
の
揚
合
下
請
一
斗
揚
白
資
金
欣
態
を
見
て
加
減
し
、
時
に
は
註
文
額
を
増
加
ナ
る
と

と
に
よ
り
前
渡
金
額
に
も
相
嘗
の
融
通
性
を
典
へ
る
こ
と
が
出
来
る
や
う
で
あ
る
。

[2) 

借
入
金
の
斡
旋

運
〆
枠
資
金
白
み
な
ら
や
、
設
備
白
損
張
整
備
、
時
に
は
配
首
の
た
め
に
必
要
注
る
費
金
ま
で
銀
行
上
り
白

借
入
を
檎
旋
す
る
。

問
委
本
参
加
培
養
に
際
し
来
引
受
株
式
主
引
受
け
る
の
で
あ
る
が
、
か
L
る
券
加
の
揚
合
に
は
多

f
過
半
数
株
式
を
所
有

し
、
従
っ
て
純
然
た
る
専
属
工
揚
と
化
す
る
。
従
っ
て
ま
た
取
締
役
主
派
遣
す
る
は
勿
論
、
技
師
、
製
法
部
長
川
町
如
昔
も
の
世
下
請

工
揚
幹
部
と
し
て
常
駐
せ
し
め
、
経
瞥
管
理
と
技
術
指
導
主
行
品
。

親
L
揚
で
機
械
を
買
入
れ
、
之
を
無
料
V
H
て
貸
躍
し
、
設
備
全
鰹
白
整
備
を

指
「
導
す
る
。
ま
た
工
具
そ
の
他
消
耗
材
料
の
支
給
も
し
〈
は
買
入
斡
旋
を
行
ふ
ロ
近
来
か
白
お
る
費
材
不
足
し
、
下
請
ヱ
揚
は
そ
の

λ

手
に
益
々
困
難
を
感
中
る
か
ら
、
重
鮪
中
一
義
的
親
工
揚
に
て
斡
旋
す
る
こ
と
が
多
〈
在
る
傾
向
が
あ
る
。

間
統
制
手
績
に
す
い
て
白
援
助
材
料
工
具
の
ほ
か
、
設
備
、
曲
目
力
、
賛
金
等
に
つ
き
て
も
統
制
手
績
が
複
雑
と
託
収
、
中
小

工
場
に
は
決
し
て
容

1

易
た
ら
ざ
る
負
捨
と
た
っ
た
。
従
っ
て
と
れ
ら

K
っ
き
親
早
揚
が
手
績
を
代
行
し
、
斡
旋
し
、
又
は
援
助
す
る

己
と
は
工
場
経
皆
上
少
か
ら
ざ
る
意
義
を
も
っ
。
時
に
は
株
主
綿
舎
の
手
配
ま
で
と
与
の
へ
て
や
る
と
い
品
。

事
買
上
白
草
領
決
定
槽
は
親
工
揚

ιあ
る
。

勿
論
以
上
の
如
き
積
極
的
な
る
援
助
干
渉
は
下
請
半
揚
心
中
に
で
も
設
備
並
び
に
技
術
優
秀
に
し
て
、
生
茸
カ
掠
兎
計
書
に
際
じ

て
横
張
を
要
す
る
に
至
。
た
少
数
の
も
の
に
限
ら
れ
弘
下
己
れ
ら
よ
り
規
模
小
さ
〈
、
設
備
、
技
術
も
劣
弱
在
る
下
静
工
揚
に
つ
い

八
九

(4) 

機
械
の
貸
奥
、
材
料
工
具
め
支
給
又
は
斡
旋

(6) 

下
請
皐
債
の
決
定

協
力
工
業
と
そ
一
白
問
題
の
展
開

第
五
十
四
巻

四
五
三

k 

第
四
腕

名古屋商工官議所調査も専属的利用は下請工場中酌 2"-'3割にワいて行ほれ

てゐることを示ナ。，

/ 

2) 



協
力
工
業
と
そ
む
問
題
白
展
開

第
五
十
四
巻

四
五
十
四

静
回
線

ブL

O 

て
は
資
金
的
援
助
叉
は
資
本
参
加
を
行
ふ
こ
と
な
く
、
た

w
h

経
営
及
び
技
術
の
指
導
に
努
力
す
る
と
共
に
、
議
設
繍
の
鱗
績
を
以
で

或
る
程
度
ま
で
操
業
の
安
定
を
保
設
し
、
統
制
手
績
を
援
助
す
る
〈
ら
ゐ
白
己
と
で
あ
る
。
積
極
的
援
助
を
輿
へ
ら
れ
る
下
請
工
揚

は
概
ね
現
陀
資
木
金
百
高
園
以
上
の
規
模
に
還
せ
る
も
の
で
あ
り
、
軍
需
品
生
産
が
増
大
す
る
限
り
、
下
請
受
話
額
も
常
分
減
少
す
、

る
見
込
左
〈
、
盆
L
R

横
充
を
要
請
さ
れ
て
ゐ
る
。
ま
た
屡
々
己
れ
ら
の
工
場
は
大
隈
鍛
工
所
の
例
に
も
見
ら
れ
る
如
〈
、
或
る
部
分

加
工
の
み
た
ら
や
‘
部
分
組
立
ま
で
捨
歯
ナ
る
。
従
っ
て
専
に
機
械
工
業
白
繁
忙
、
ひ
い
て
下
請
註
文
の
増
加
に
よ
っ
て
、
自
己
蓄

積
に
基
く
成
長
を
示
し
た
と
い
ふ
よ
り
も
、
寧
る
'
親
工
場
白
積
極
的
援
助
に
よ
っ
て
褒
展
を
遂
げ
た
一
も
の
で
あ
り
、
己
九
で
も
夜
展

の
イ
/
エ
シ
ア
テ
イ
ヴ
は
本
質
的
に
親
エ
揚
に
存
す
る
こ
と
、
並
び
に
己
の
程
度
の
工
揚
に
あ
っ
て
も
た
ほ
下
請
単
慣
の
決
定
槽
が
事

貸
上
親
工
場
に
あ
る
と
と
は
注
目
す
べ
き
で
あ
ら
う
。

〆

当

然
し
乍
ら
下
請
工
場
の
専
属
的
利
用
に
つ
い
て
は
親
ヱ
揚
の
積
極
的
態
反
の
ほ
由
、
製
品
白
種
類
と
親
ヱ
揚
の
作
業
の
性
質
が
関

係
を
も
つ
こ
と
を
見
逃
し
得
た
い
。
親
工
揚
が
多
く
白
部
分
品
を
組
立
て
L
機
械
を
製
作
す
る
に
首
り
‘
嘗
て
は
商
工
場
内
で
生
産

し
て
ゐ
た
部
分
品
を
ア
請
強
註
す
る
揚
合
白
如
昔
、
親
工
揚
が
再
び
か
h
る
部
分
品
の
自
給
に
鞠
宇
る
可
能
性
多
ぐ
、
し
か
も
部
分

品
に
特
殊
性
た
〈
、
，
製
品
が
生
産
損
充
用
と
し
て
重
要
性
少
吉
と
き
は
、
下
請
工
揚
の
専
岡
崎
化
に
隠
賭
す
る
で
あ
ら
う
。
隔
者
の
枇

品
目
的
分
業
が
確
然
た
る
分
野
の
上
に
成
立
し
難
い
の
で
あ
る
。
然
る
に
親
工
揚
が
半
製
品
生
産
よ
り
出
強
し
、
ま
た
は
半
製
品
生
産

を
根
幹
と
し
、
し
か
も
部
分
組
立
文
は
完
成
品
白
受
註
を
な
す
K
至
っ
た
揚
合
に
は
下
請
ヱ
揚
を
専
門
化
し
、
己
れ
を
専
属
的
に
利

用
す
る
ガ
が
有
利
で
あ
ら
う
。
社
合
的
介
業
は
こ

L
で
は
明
瞭
な
姿
を
一
市
す
。
更
に
綜
合
的
製
品
に
し
て
、
幾
つ
か
の
部
分
が
夫
々

機
械
単
位
を
構
成
す
る
場
合
、
ま
た
は
部
分
品
白
種
類
が
極
必
て
多
い
場
合
に
は
、
下
請
工
場
を
各
単
位
又
は
部
分
品
忙
専
門
化
せ

じ
め
る
た
め
専
属
化
を
行
ふ
こ
と
が
出
来
る
。
ヱ
作
機
械
、
自
動
車
、
航
空
機
の
如
き
仕
己
の
可
能
一
世
が
多
く
、
殊
に
航
象
機
部
分

/ 
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Q
ふ

か
〈
し
で
下
請
制
工
業
白
展
開
に
伴
ひ
、
下
請
関
係
が
浮
動
的
危
る
形
態
よ
り
績
額
的
取
引
形
態
K
、
更

K
専
底
的
下
請
形
態
忙
汁

整
備
せ
ら
れ
る
に
至
担
、
漸
〈
相
鴨
川
端
在
る
商
業
費
本
的
支
配
が
影
を
波
じ
、
之
に
代
っ
て
親
エ
揚
と
下
請
ヱ
揚
と
の
聞
に
吐
合
的
分
叫
し

E

)

 

業
関
係
が
明
白
に
な
り
つ
ー
よ
る
。
下
請
制
工
業
が
枇
合
的
分
業
の
本
質
を
も
っ
E
と
は
機
関
車
の
例

K
つ
曹
他
の
機
倉
に
論
じ
た
川
畑

出

S

E
と
が
あ
司
令
変
師
、
我
々
も
親
工
揚
と
下
請
工
揚
と
d
聞
に
支
配
・
絶
品
目
聞
係
の
存
在
す
る
儀
地
を
否
認

L
た
い
o

純
枠
た
る
分
出
掛

業
関
係
た
ら
ば
」
臆
、
債
格
の
決
定
に
沿
い
て
一
方
が
他
方
に
支
配
さ
れ
る
と
と
友
く
、
自
由
競
宇
下
に
決
定
さ
る
べ
き
で
あ
り
、

i
h

駒

所
謂
「
等
債
交
換

L
4た
ミ
き
管
同
」
い
は
れ
る
が
、
然
し
か
よ
苦
誌
や
も
受
賞
し
た
い
で
あ
ら
う
。
雨
者
が
祉
合
的
主
主
叫
陵

n

ムい
J

行
ひ
乍
ら
た
ほ
そ
と
に
自
由
競
争
と
異
る
憤
格
む
成
立
す
る
可
能
性
が
存
L
、
我
々
は
己
白
己
と
を
二
の
事
情
か
ら
必
然
で
あ
る
と
κ

卸

業
f

丸、

品

分

肝

凶

的

業

m
時
q

M

-
一耽

d

u

ル』
H
T

A

S
業
和

出
照
王
目
、

工
参
制
、

il

，;諦一一

J
4下
琢

酔
骨
、
山

ι

一
暗
〆
稿
宮

町
町
拙
小

，F 

口
聞
に
つ
い
て
は
、
戦
時
モ
白
撰
充
要
求
の
増
犬
と
と
も
に
各
固
と
も
下
請
工
場
白
積
極
的
利
用
が
見
ら
れ
る
や
う
で
あ
る
。
尤
も
需

，

り

、

要
若
〈
は
市
揚
の
一
大
た
る
た
め
下
請
工
揚
が
完
全
に
部
分
品
生
産
に
専
門
化
す
る
と
き
は
、
下
請
工
揚
の
域
を
脱
し
て
所
謂
専
門
部

品
工
場
に
成
長
せ
る
も
の
と
見
泣
け
れ
ぽ
左
ら
ね
。

考
へ
る
。

第
一
、
に
現
寅
由
市
場
は
殆
ど
常
に
不
完
全
競
争
の
欣
態
に
あ
り
、
従
っ
て
建
質
の
差
具
、
信
用
又
は
得
意
閥
係
、

4
y
1

ヴ
イ
不
の

差
異
、
更
に
庚
告
の
作
用
に
よ
り
寅
手
(
又
は
買
手
)
が
或
る
程
度
の
狗
占
的
地
位
に
あ
り
、
市
相
輔
が
供
給
者
(
又
は
需
要
者
)
に
分
割

主
れ
も
普
通
D
揚
合
に
は
債
俸
は
自
由
競
争
債
格
よ
り
高
〈
た
割
得
る
が
、
ま
た
新
し
音
企
業
が
競
争
に
加
は
る
可
能
性
あ
る
た

め
に
そ
己
に
限
度
が
あ
払
o
，
E
D
事
費
を
下
請
制
王
業
に
つ
い
て
嘗
て
は
め
て
考
へ
る
と
下
請
工
揚
は
部
分
品
生
産
若
く
は
部
分
加

工
の
提
供
者
で
る
る
が
(
そ
の
市
揚
知
識
、
、
生
産
技
術
等
白
不
足
よ
り
し
て
、
何
れ
の
大
工
揚
と
も
自
由
民
取
引
す
る
を
得
守
、
即

ち
下
請
工
場
は
完
全
左
る
自
由
競
争
D
欣
態
に
沿
い
て
決
す
る
下
請
一
与
位
を
大
工
揚
に
要
求
じ
得
左
い
。
弘
、
与
で
は
供
給
が
夫
々
白

協
力
工
業
主
そ
白
問
題
白
展
開

第
五
十
四
巻

第
四
掛

四
五
五

ヨL

、

3) 

4) 
5) 



協
力
工
業
と
そ
白
問
題
白
展
開

第
五
十
四
巻

第
四
鵠

四
五
六

九

犬
エ
揚
と
い
ふ
需
要
者
に
分
割
さ
れ
、
需
要
者
調
占
に
類
似
せ
る
般
態
に
あ
る
わ
け
で
る
る
。
従
っ
て
下
請
車
慣
は
大
工
場
の
一
廓
語

の
下
忙
引
下
げ
ら
れ
る
傾
向
が
忘
る
o

b
か
も
第
二
に
競
争
者
白
数
白
み
在
ら
宇
、
ま
た
そ
の
一
粧
曾
的
勢
力
腔
よ
つ
で
も
引
下
げ
ら

れ
る
傾
向
が
あ
る
と
と
、
恰
も
我
園
農
民
自
牧
入
水
準
が
か
a
A

る
も
U

L
影
響
を
う
け
て
低
位
に
維
持
さ
れ
て
ゐ
る
の
ー
と
同
様
で
あ

る
。
ヱ
業
券
働
者
白
勢
銀
水
準
ま
だ
後
者
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
て
ゐ
る
と
す
れ
ば
、
そ
の
う
ち
最
も
弊
働
者
の
不
熟
棟
の
程
度
甚
L

〈
、
ま
た
家
計
と
企
業
の
分
離
不
完
金
訟
だ
め
界
銀
及
び
企
業
者
報
酬
切
下
げ
を
企
業
者
自
身
に
負
婚
し
易
吉
中
小
工
場
陀
沿
い

で
、
枇
曾
的
勢
力
の
歴
拍
一
白
結
果
債
格
の
引
下
げ
ら
れ
る
可
能
性
は
大
昔
い
と
見
ね
ば
友
ら
ぬ
。
た
と
ひ
枇
合
的
分
業
が
行
は
れ
る

忙
も
せ
よ
、
か
L
る
歴
遁
白
下
に
下
請
債
格
が
引
下
げ
ら
れ
る
己
と
は
首
然
で
あ
る
。
下
請
工
揚
た
る
限
げ
相
営
の
規
模
に
至
る
も

友
ほ
と
白
事
賓
が
存
在
し
、
専
属
的
下
請
闘
係
に
あ
る
優
秀
下
請
エ
揚
に
お
い
て
さ
へ
下
請
皐
慣
の
事
費
上
の
決
定
機
は
親
て
揚
忙

あ
る
。
ま
た
か
L
る
不
完
全
競
争
債
格
は
一
下
請
工
揚
に
限
ら
や
専
門
部
品
工
揚
に
沿
い
て
も
成
立
し
得
呂
。

六

、通冒・
E

下
請
エ
揚
が
註
文
減
少
に
際
舎
す
る
と
苦
問
題
が
稜
生
す
る
乙
と
は
明
瞭
で
あ
っ
て
、
之
に
謝
し
て
何
等
か
の
針
策
が
要
望
さ
れ

で
ぬ
た
。
軍
需
註
文
D
増
加
に
も
拘
ら
宇
中
小
工
揚
な
る
が
故
に
、
早
く
も
か
L
る
凶
難
に
直
面
す
る

E
と
ミ
た
t
E
a
h
位
協
力

主
揚
指
定
制
度
目
白
貰
施
を
見
る
に
至
A
A

た
。
そ
れ
ま
で
の
関
下
請
制
エ
業
が
混
沌
の
間
よ
り
本
来
の
姿
に
ま
で
漸
弐
合
硯
化
苫
れ
、

と
の
制
度
賓
施
白
地
盤
が
と
L

む
へ
ら
れ
て
来
た
経
路
は
以
上
回
如
く
要
約
す
る
乙
と
が
出
来
る
。
一

， 

i

。
頁
む

!
叫
一
昨

力
力

勢
勢

。
ル
回
と

下
涛
済

制
極
経

円
馬
馬

、
保
保

菊
岡
田

拙
高
高

)
)
)
 

ぷ
U
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